
２０２６年１０月 

 

各  位 

東北生産性本部 

 

 

２０２６年度 仙台シンポジウム１１月例会の開催等について（ご案内） 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。当本部の活動に対しまし

ては、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、仙台シンポジウム１１月例会を以下のとおり開催いたしますので、ご案内申

し上げます。 

ご出席を希望される場合は、１１月５日（木）までに電子メール又は FAXにてご連

絡くださいますよう、お願いいたします。 

敬具 

 

■開催要領 

 日 時：2026年 11月 20日（金)13時 30分～15時 00分（質疑応答含む） 

  

会 場：ホテルＪＡＬシティ仙台 ２階ローズ 仙台市青葉区花京院１－２－１２ 

  

講 師：西会津ＣＤＯ 藤井 靖史 氏 

 

テーマ：「デジタル変革による地域の未来像を描く」(仮題) 

 

参加費：会員企業・団体：１名につき  ７，５００円（消費税込み） 

     非会員企業・団体：１名につき １０，０００円（消費税込み） 

 

■講師プロフィール 

 

 

1977年京都府生まれ。グロービス経営大学院修了（経営学修士）後、日立電子サービス

（現・日立システムズ）、米アップルコンピュータを経て、カナダ・カルガリーで

「Cellgraphics」という会社に合流し、日本で流行っていたコンピューター系の商品を北

米で販売するビジネスを始めた。結婚を機に仙台に移り住み再び起業。モバイルコンテン

ツプロダクション「ピンポンプロダクションズ」を設立し、2012 年に Klab に売却。その

後、会津大学産学イノベーションセンター准教授を経て、現在は西会津町と柳津町の最高

デジタルＣＤＯ、デジタル庁オープンデータ伝道師、総務省地域情報化アドバイザーなど、

さまざまな肩書きを持ちながら活動を続けている。「住民主体のデジタル化」を掲げ、高齢

化率が高い中山間地域において単なるシステム導入にとどまらないスマートシティ構想

や DX 行政の推進を主導。地域に根ざしたデジタル活用のモデルケースを確立し、官民両

方の視点を持つ実務家として活躍している。 



 

 

２０２６年度 仙台シンポジウム １１月例会開催要項 

 

 

１．開催日時  2026年 11月 20日(金)13時 30分～15時 00分（質疑応答含む） 

 

２．会  場  ホテルＪＡＬシティ仙台 ２階ローズ 

仙台市青葉区花京院１－２－１２ 

 

３．参 加 費  会 員 企 業・団体：１名につき  ７，５００円（消費税込み） 

        非会員企業・団体：１名につき １０，０００円（消費税込み） 

 

４．申込期限  2026年 11月 5日（木） 

 

５．申込み・問合せ先 

      東北生産性本部 

      〒980-0021 仙台市青葉区中央二丁目９－１０ 

            電話：022-261-0411 緊急時連絡先：080-8056-3810 

            FAX ：022-261-1474 

            E-mail:tpc3@t-productivity-ce.jp  

            担当者：橋浦、佐藤 

  

２０２６年  月  日 

 

２０２６年度 仙台シンポジウム １１月例会 申込み 

                 

会社・団体名                              

所在地 〒                               

電話                FAX                 

担当者氏名             所属・役職              

E-mail          @                                             

 

ご出席者 

所属・役職 氏  名 

  

  

後日、請求書を送付させていただきます。 


